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'89年、ハーバード大学の
ゲラー博士らのデータ
４ないし５億光年先に、
銀河集団の密集地帯がある

さらに、これら銀河集団は、
シャボン玉の集まりの
様な構造をとっている
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核子合成 物質と放射の分離
（宇宙の晴れ上がり）

図１

背景輻射

光子の量子減衰仮説と定常宇宙論モデル
*Ｄｒ．キッチュ

ホーキング博士に代表されるように、現代宇
宙論は、この宇宙の始まりが、ビッグ・バンで
始まったという仮説の上に成り立っている。
しかし、現代宇宙論にも、その理論にきしみ
が現れ始めた。 すなわち、背景輻射の均一性
問題と、宇宙の超大規模構造（グレート・ウォ
ール）の間の矛盾点である。
ここで、光子の量子論的減衰仮説を基にした、
定常宇宙論モデルの概念を提案する。

天体間距離の計測
天体までの距離を計測する事は、天文学の基
本事項である。 比較的近傍の天体（数光年か
ら数百光年）については、年周視差による３角
測量が効果的である。
遠い天体までの距離の計測には、ケフェウス
型変光星が利用できる。 さらに遠方の星団ま
での距離については、ハッブルが天体までの距
離と、そのスペクトルシフトに一定の相関があ
ることを発見し、これをドップラー効果による
ものとした。（ハッブルの法則）
ここから論理的に導出される結果は、「膨張
する宇宙」であり、これは宇宙に起源があるこ
とも同時に示唆するところとなった。いわゆる
ビッグ・バン宇宙論である。（図１）

その後、マイクロ波領域に、この残存光らし
きものがあることが発見され、ビッグバン宇宙
モデルは、理論の勝利を約束したかに思えた。

ビッグバン宇宙モデルの問題点
しかし、観測技術の進歩により、宇宙構造が
次第に明らかになるに従い、単純なビッグバン
では説明のつかないいくつかの観測結果が得ら
れてきた。これは、次のようなものである。
①宇宙の大規模構造（スパン４億光年程度）
である、グレートウォール構造や、ボイド
の発見。
②非常に均一な、各方位における宇宙背景輻
射エネルギー密度の値。
③銀河宇宙に等方的に存在する、見えない質
量（暗黒物質）
均一な宇宙背景輻射を、見える限りの宇宙に
適応するためには、この宇宙の起源が、非常に
小さい領域から出発したことを意味する。これ
が宇宙インフレーション理論である。
しかし、現実の宇宙には、均一とは言いがた
い、大規模な構造がある。（図２） また、暗

黒物質の源は、ニュートリノではないかとの予
測のもとに、量子力学を適用すると、陽子の寿
命が有限であるという結論が得られる。 この
実験のため、神岡鉱山跡に大がかりなフォトチ
ェンバー（カミオカンデ）が造られたが、いま
だ結果はネガティブである。

光子伝搬の新しい概念と定常宇宙モデル
ここで、宇宙の背景輻射と、遠方天体のスペ
クトルシフトが、同じ原因を持つものではない
とする。（仮定１）
また、スペクトルシフトが、ドップラー効果
によるものではないとする。（仮定２）
第１の仮定から、背景輻射は、地球近傍で局
所的におこる、背景ノイズであるとする。 ノ
イズ原は色々考えられるが、後述する背景エネ
ルギーが、通常空間に滲みだしているという考
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えが有力である。
第２の仮定については、光子伝搬の新しいモ
デルから考えていく。
図３に、光子伝搬のモデルを示す。 ｈνのエ
ネルギーの光子は、最初、体積Ｖの空間Ａと鎖
交している。 微小時間Δｔ後に、ΔｔＣ（Ｃ
は光速度）だけ移動し、再び体積Ｖの空間Ｂと
鎖交する。

ここで、不確定性原理から、空間ＡとＢの、
光子運動方向に対する位置誤差ΔｘとΔｔには、
プランク定数による限界値があるため、空間Ａ、
Ｂには、プランク定数値に依存したアライメン
ト（整合）誤差が発生する。全光子エネルギー
が伝搬されず、エネルギー伝搬損失が発生する。
このエネルギー損失は、１個の光子が２個の
光子に分割されるのではなく、背景空間に縮退
すると考えるのが妥当であろう。 空間Ａ、Ｂ
間の体積誤差をΔＶとおくと、空間Ｂにおける、
光子のエネルギーは、エネルギー基準をＡ、Ｂ
の界面で考えると、

Ｖ － １／２ΔＶ
Ｅ(B)＝ Ｅ(A)

Ｖ ＋ １／２ΔＶ

となる。 この式は、ドップラー効果による、
光の波長変化と同じ形式となる。

新しい宇宙モデルの理論的展開
光子エネルギー減少の仮定から、次の仮説が
導き出せる。
①光子が長い距離を運動するだけで、そのエ

ネルギーの一部は、空間の背景に縮退し、
光子全体のエネルギーが減少する。
②光子のエネルギーが減少するため、ｈνは
減少し、スペクトルシフトが観測される。
③光子エネルギーの減少は、電磁波の到達距
離が無限遠まで逆２乗則で変化するのでは
なく、有限の到達距離を持つ事を表す。
④背景に漏れだしたエネルギーは、輻射体
（星）の近傍ほど多く、また、等方的であ
る。エネルギーは質量と等価なので、これ
ら背景エネルギーは、見えない質量として
暗黒物質を説明できる。
⑤光子に準じて、重力の到達距離も有限であ
ろう。このため、宇宙はビッグバンによる
膨張を仮定しなくてもつぶれない。
⑥電磁力や重力の到達距離が有限である事は、
現在のマックスウエル方程式や、一般相対
論に若干の修正が必要となる。この修正に
より、長い間、理論物理学での問題であっ
た、経路積分値の発散問題が解決される見
込みがでてくる。
⑦光子の到達距離がすなわち宇宙の半径であ
り、光子の到達距離がプランク定数で決定
されるので、ディラックが予想した、大数
仮説が現実化してくる。
⑧背景に凍り付いたエネルギーは、フリーエ
ネルギーの源と考えることができる。さら
に、その一部は自発的に滲み出して、宇宙
背景輻射になっている可能性がある。

まとめ
現代宇宙論に比べ、このモデルは魅力的な仮
説が豊富である。 ハッブルの観測結果やその
考察は優れたものであるが、赤方変移が古典的
ドップラーシフトと考える事が、本当に正しい
のか、我々は今一度考察するべきであろう。
理論の袋小路へ陥っていくよりも、自由な仮
説を基に理論を構築する事が、正しい宇宙の姿
を認識するために必要だと考えるものである。
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